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全
国
反
核
医
師

の
会
に
関
わ
り
だ

し
て
10
年
以
上
に

な
る
。
２
０
０
４

年
札
幌
で
の
「
つ

ど
い
」
で
会
の
申

し
合
わ
せ
事
項
を
確
認
し
、
少

し
ず
つ
改
正
し
な
が
ら
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
６
月
の
全
国
世
話
人
会

で
は
、
会
の
理
念
に
原
発
問
題

へ
の
取
り
組
み
を
明
記
し
、
全

国
世
話
人
会
も
全
国
大
会
へ
と

名
称
変
更
す
る
こ
と
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
１
年
か
け
て
議
論
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
会
員

数
が
約
４
０
０
人
か
ら
足
踏
み

状
態
で
あ
る
こ
と
、
全
国
の
会

と
各
県
の
会
と
の
関
係
、
後
継

者
の
組
織
化
な
ど
、
い
く
つ
か

の
課
題
を
か
か
え
な
が
ら
も
着

実
に
内
外
に
地
歩
を
固
め
て
き

た
こ
と
が
実
感
さ
れ
、保
団
連
・

民
医
連
の
事
務
方
の
ご
苦
労
に

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。　

　

さ
て
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
が

プ
ラ
ハ
で
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
め
ざ
す
」
と
演
説
し
て
５

年
が
過
ぎ
た
。
核
弾
頭
の
数
は

少
し
ず
つ
減
っ
て
は
い
る
が
、

そ
れ
で
も
ま
だ
世
界
に
は
１
万

７
千
発
近
い
核
弾
頭
が
存
在
す

る
し
、
核
兵
器
保
有
国
の
数
も

同
じ
で
あ
る
。
昨
年
来
の
「
核

兵
器
の
非
人
道
性
」
に
焦
点
を

当
て
た
国
際
的
な
会
議
も
、
多

く
の
核
保
有
国
は
無
視
し
た
格

好
だ
。
オ
バ
マ
は
現
在
52
歳
だ

が
、「
私
の
生
き
て
る
う
ち
に

核
兵
器
を
な
く
す
の
は
難
し
い

だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
あ
と
数

十
年
の
う
ち
に
核
兵
器
を
廃
絶

す
る
こ
と
は
本
当
に
不
可
能
な

の
だ
ろ
う
か
？　

ベ
ル
リ
ン
の

壁
の
崩
壊
の
よ
う
に
、
歴
史
は

と
き
に
我
々
の
想
像
以
上
の
速

さ
で
進
む
。
生
物
兵
器
、
化
学

兵
器
等
を
禁
止
し
て
き
た
経
験

に
学
び
、
核
兵
器
も
過
去
の
も

の
と
し
よ
う
。�

（
Ｓ
）

　

６
月
８
日
に
第
10
回
全
国
世

話
人
会
を
東
京
で
開
催
し
、
代

表
世
話
人
・
世
話
人
・
監
査
22

人
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
３
人
な
ど

が
参
加
し
た
。
原
代
表
世
話
人

よ
り
「
2
0
1
3
年
度
の
活
動

の
ま
と
め
と
2
0
1
4
年
度
活

動
方
針
の
提
案
」
と
「
申
し
合

わ
せ
事
項
」の
改
訂
を
提
案
し
、

方
針
案
は
、
一
部
修
正
の
上
、

確
認
さ
れ
た
。
申
し
合
わ
せ
事

項
の
改
定
は
１
年
か
け
て
議
論

を
行
う
。

　

補
足
報
告
と
し
て
、
大
場
常

任
世
話
人
か
ら
は
原
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
、
政
府
が
発
行

す
る
「
放
射
線
リ
ス
ク
・
基
礎

的
情
報
」
に
対
抗
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る
こ
と

や
、
青
木
常
任
世
話
人
か
ら
は

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
訴
訟

の
状
況
、
福
岡
か
ら
は
11
月
の

反
核
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い

の
報
告
と
ア
ピ
ー
ル
を
受
け

た
。
各
地
の
取
り
組
み
も
紹
介

さ
れ
、
兵
庫
で
は
様
々
な
学
習

会
を
開
催
し
て
い
る
様
子
や
中

野
信
夫
氏（
初
代
保
団
連
会
長
）

の
書
籍
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、『
は
だ

し
の
ゲ
ン
』
を
広
げ
る
取
り
組

み
（
石
川
）
や
、
原
発
集
会
や

憲
法
集
会
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
様
子
（
大
阪
）
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。
今
年
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
世
界
大
会
が
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
準
備
状
況
や
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

の
議
論
状
況
な
ど
も
紹
介
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
会
の
財
政
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
、
原
代
表
世
話
人
か
ら
は

２
０
０
万
円
の
特
別
カ
ン
パ
の

提
起
を
受
け
た
ほ
か
、
会
員
を

増
や
す
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
な
ど
話
し
合
わ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
公
開
講
演
会

を
開
催
し
た
。
川
崎
哲
氏
（
ピ

ー
ス
ボ
ー
ト
共
同
代
表
・
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
共
同
代
表
）
に
は
、
核
廃

絶
に
向
け
た
国
際
的
な
動
き
を

お
話
い
た
だ
き
、
核
廃
絶
に
は

８
月
の
広
島
・
長
崎
に
力
を
も

ら
い
、
東
京
か
ら
変
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
力
強
く
結
ば

れ
た
。
山
田
耕
作
氏
（
元
京
都

　

５
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
核
兵

器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再

検
討
会
議
が
、
来
年
４
月
に
迫

っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
３
年

10
月
21
日
に
国
連
第
１
委
員
会

で
発
表
さ
れ
た
「
核
兵
器
の
人

道
上
の
影
響
に
関
す
る
共
同
声

明
」
は
、「
核
兵
器
は
非
人
道

的
な
兵
器
で
あ
り
、
核
兵
器
が

二
度
と
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を

保
証
す
る
唯
一
の
方
法
は
核
兵

器
の
完
全
廃
棄
に
よ
る
し
か
な

い
」と
明
確
に
述
べ
て
い
ま
す
。

世
界
の
核
廃
絶
運
動
は
、「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
を
核
保
有
国

に
迫
る
ま
で
に
昂
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
日
本
政
府
は
、
相
変

わ
ら
ず
米
国
の
「
核
抑
止
力
」

に
依
存
し
、
世
界
の
核
廃
絶
運

動
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の

福
島
第
１
原
発
過
酷
事
故
は
数

十
万
人
の
新
た
な
被
曝
者
を
生

み
出
し
ま
し
た
。
事
故
に
よ
る

不退転の決意で
  核兵器廃絶と核発電廃棄の道を歩もう

「第２５回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める
医師・医学者のつどい in 福岡」

現地実行委員長　岡本 茂樹

大
学
理
学
研
究
科
教
授
）
は
、

ご
自
身
が
物
理
学
者
と
し
て
原

発
事
故
を
防
げ
な
か
っ
た
反
省

か
ら
講
演
活
動
な
ど
を
さ
れ
て

い
る
経
過
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
、
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
と

被
曝
の
影
響
に
つ
い
て
、
政
府

に
よ
る
福
島
帰
還
政
策
の
問
題

点
を
お
話
い
た
だ
い
た
。
原
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を

深
め
ら
れ
る
機
会
と
も
な
っ

た
。

議
で
は
被
爆
者
の
証
言
、
原
爆

資
料
館
見
学
な
ど
を
通
じ
て
核

兵
器
の
非
人
道
性
で
は
一
致
し

た
も
の
の
、
核
兵
器
禁
止
や
廃

絶
に
向
け
た
提
起
は
な
く
「
69

年
間
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
状
態

を
継
続
し
よ
う
」
と
い
っ
た
レ

ベ
ル
の
宣
言
を
発
表
し
た
に
と

ど
ま
り
、
広
島
開
催
の
意
義
を

　

２
０
１
４
年
４
月
11
～
12

日
、
広
島
市
で
軍
縮
・
不
拡
散

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｎ
Ｐ
Ｄ
Ｉ
）

外
相
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会

損
な
う
も
の
だ
っ
た
。

　

反
核
医
師
の
会
も
参
加
し
て

い
る
「
核
兵
器
廃
絶
日
本
Ｎ
Ｇ

Ｏ
連
絡
会
」
と
広
島
の
市
民
団

体
「
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
ヒ

ロ
シ
マ
の
会
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｗ
Ａ
」「
Ａ

Ｎ
Ｔ—

Ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
」

の
共
催
で
、
11
日
に
は
広
大
原

医
研
元
所
長
の
鎌
田
七
男
氏
の

講
演
、
12
日
午
前
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会

議
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
核
兵
器

禁
止
へ
の
道
筋
」、午
後
は
原
爆

ド
ー
ム
対
岸
の
親
水
テ
ラ
ス
で

リ
レ
ー
ト
ー
ク
「
今
こ
そ
核
兵

器
禁
止
を
！　

B
an�N

uclear�
W
eapon�N

ow

」
が
お
こ
な
わ

れ
、Y

ou �T
ube

で
録
画
配
信

さ
れ
た
。

　

鎌
田
先
生
の
講
演
「
核
兵
器

の
非
人
道
性　

医
学
的
エ
ビ
デ

ン
ス
か
ら
」
は
被
爆
者
に
よ
り

そ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
生
な
ら
で

は
の
貴
重
な
研
究
で
学
ぶ
と
こ

ろ
大
だ
っ
た
。
３
月
に
外
務
省

の
委
託
で
鎌
田
先
生
、
朝
長
先

生
た
ち
が
作
成
さ
れ
た
「
核
兵

器
使
用
の
多
方
面
に
お
け
る
影

響
に
関
す
る
調
査
研
究
」
は
以

下
の
外
務
省
Ｈ
Ｐ
に
フ
ァ
イ
ル

が
あ
る
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。http://w

w
w
.m
ofa.go.jp/

m
ofaj/dns/ac_d/page23_�
000872.htm

l

　

１
０
０
万
都
市
に
広
島
原
爆

と
同
じ
16
キ
ロ
ト
ン
が
６
０
０

ｍ
上
空
で
爆
発
し
た
場
合
、
爆

風
は
４
・
５
㎞
、
熱
線
、
放
射

線
は
２
・
８
㎞
に
及
び
、
27
万

人
の
死
傷
者
が
で
る
。
１
メ
ガ

ト
ン
水
爆
が
２
・
４
㎞
の
上
空

で
爆
発
し
た
場
合
は
爆
風
は
18

㎞
、
熱
線
は
14
㎞
に
及
び
昼
間

人
口
1
3
6
万
人
中
83
万
人

の
死
傷
者
が
で
る
。
初
期
放
射

線
の
影
響
は
３
・
０
㎞
以
内
の

３
万
６
０
０
０
人
で
あ
り
、
16

キ
ロ
ト
ン
で
２
・
８
㎞
以
内
の

15
万
５
０
０
０
人
で
あ
る
の
に

比
し
て
少
な
い
。
こ
れ
は
放
射

線
が
距
離
と
と
も
に
減
弱
す
る

た
め
、
２
・
４
㎞
上
空
か
ら
地

投
稿
を
募
集

し
て
い
ま
す

「
反
核
医
師
の
会
ニ
ュ
ー

ス
」
へ
の
投
稿
原
稿
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
本
ニ
ュ
ー
ス

を
読
ん
で
の
感
想
や
、「
核

兵
器
廃
絶
」「
原
発
問
題
」

な
ど
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

８
０
０
字
以
内
で
ま
と
め
て

本
会
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル

（panw
@
doc-net.or.jp

）

ま
た
は
郵
送
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
採
用
に
な
っ
た
場
合

は
図
書
カ
ー
ド
を
お
贈
り
い

た
し
ま
す
。

第
10
回
全
国
世
話
人
会
の
よ
う
す

核
汚
染
の
解
決
の
目
途
も
立
た

な
い
の
に
、
政
府
は
核
発
電
所

の
再
稼
働
、
輸
出
に
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
。
世
界
の
目
線
は
、

「
唯
一
の
被
爆
国
」
日
本
の
核

に
対
す
る
姿
勢
に
注
が
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
11
月
１
日
～
２

日
に
福
岡
市
で
「
第
25
回
核
戦

争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を

求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師
の
つ

ど
い
in
福
岡
」
を
『
核
は
い
っ

ち
ょ
ん（
全
く
）好
か
ん
‼
～
作

る
ば
い
安
全
な
未
来
、
核
な
き

世
界
～
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

開
催
し
ま
す
。今
年
の
特
徴
は
、

安
倍
政
権
の
平
和
憲
法
を
形
骸

化
す
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
や

核
発
電
推
進
策
と
い
う
状
況
に

即
し
た
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
こ
と

で
す
。
ま
た
緊
張
す
る
東
ア
ジ

ア
情
勢
の
中
、
韓
国
か
ら
の
報

告
を
初
め
て
計
画
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
記
念
講
演
「
憲

法
を
活
か
す
・
地
球
を
守
る
」

（
伊
藤
千
尋
氏　

朝
日
新
聞
文

化
暮
ら
し
報
道
部
）、
学
習
講

演
「
私
た
ち
は
、
東
ア
ジ
ア
に

ど
う
向
き
合
う
の
か
～
日
中
・

日
韓
関
係
の
こ
れ
か
ら
～
」（
纐

纈
厚
氏　

山
口
大
学
副
学
長
）、

「
韓
国
の
原
発
・
核
政
策
と
住

民
運
動
」（
韓
国
反
核
医
師
の

会
）
の
三
つ
の
市
民
公
開
の
講

演
を
用
意
し
ま
し
た
。
２
日
目

に
は
第
１
分
科
会
「
核
廃
絶
運

動
と
平
和
問
題
」、
第
２
分
科

会
「
原
発
と
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
問
題
」
で
議
論
を
深
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

11
月
の
博
多
、
九
州
は
紅
葉

も
一
段
と
美
し
い
季
節
で
す
。

熱
い
心
で
、
多
く
の
み
な
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

N
P
D
I
広
島
会
合 

開
か
れ
る

  

～
核
廃
絶
に
向
け
た
具
体
的
提
起
は 

な
し
～

常
任
世
話
人
　
青
木 

克
明

上
に
届
く
間
に
急
性
症
状
が
出

る
ほ
ど
の
線
量
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
過
剰
白

血
病
数
は
２
２
０
人
と
70
人
、

過
剰
癌
数
は
１
万
２
０
０
０
人

と
６
５
０
人
で
、
い
ず
れ
も
１

メ
ガ
ト
ン
の
方
が
少
な
い
。�

　

鎌
田
先
生
は
報
告
書
の
最
後

に
「
核
兵
器
は
非
人
道
的
な
も

の
と
言
わ
ざ
る
と
え
ず
、
今
後

決
し
て
２
度
と
使
用
さ
れ
な
い

こ
と
、
新
た
に
作
ら
れ
な
い
こ

と
、
さ
ら
に
究
極
的
に
は
廃
絶

さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
本
研
究
の

結
論
と
す
る
」
と
の
文
言
を
い

れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
削
除

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

全
国
世
話
人
会  

開
催

第10回
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ま
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
共
同
代
表

の
川
崎
哲
氏
が
「
核
兵
器
廃
絶

運
動
の
到
達
点
～
核
兵
器
禁
止

条
約
は
近
づ
い
て
い
る
」
と
題

し
て
講
演
を
行
な
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
４
月
現
在
、
世

界
に
残
っ
て
い
る
核
兵
器
は
１

万
６
４
０
０
発
。
２
０
１
０
年

オ
バ
マ
米
大
統
領
演
説
で
核
兵

器
廃
絶
が
世
界
の
潮
流
に
な
っ

た
。
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
が

核
兵
器
を
使
用
す
る
と
20
億
人

が
飢
餓
に
瀕
す
る
と
の
研
究
も

発
表
さ
れ
た
。
核
兵
器
使
用
が

ラ
ン
ス
が
と
れ
る
と
い
う
考
え

は
破
綻
済
み
だ
。
２
０
０
０
年

代
の
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の

治
安
は
一
層
悪
化
し
た
。
核
兵

器
を
互
い
に
保
有
す
る
こ
と

は
、
む
し
ろ
軍
事
的
緊
張
が
高

ま
る
き
っ
か
け
を
生
む
。

　
「
核
兵
器
の
存
在
そ
の
も
の

が
人
類
全
体
の
脅
威
で
あ
る
」

と
い
う
認
識
が
世
界
の
多
数
派

だ
。Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
で
あ
り
、

日
本
と
同
じ
ア
メ
リ
カ
の
「
核

の
傘
」
国
で
あ
る
デ
ン
マ
ー

ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
核
兵
器
禁

止
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出
し
て

い
る
。

　

広
島
、長
崎
、第
五
福
竜
丸
、

福
島
な
ど
被
ば
く
を
経
験
し
た

日
本
こ
そ
、
核
廃
絶
の
リ
ー
ダ

ー
に
な
る
べ
き
だ
。
川
崎
氏
は

核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
に
つ

い
て
い
く
つ
か
の
選
択
肢
を
紹

介
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

日
本
な
ど
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の

傘
」
国
は
、
核
保
有
国
を
含
め

た
議
論
に
固
執
し
て
い
る
。
し

か
し
、
川
崎
氏
は
、
圧
倒
的
多

数
の
非
核
兵
器
国
で
先
行
的
に

核
兵
器
を
禁
止
す
る
条
約
を
結

ん
で
い
く
こ
と
を
強
調
し
た
。

い
っ
た
ん
置
い
て
い
か
れ
た
と

し
て
も
核
保
有
国
の
地
元
で
は

核
兵
器
製
造
、
更
新
に
必
要
な

予
算
を
議
会
が
通
さ
な
く
な

る
。
銀
行
も
投
資
し
な
い
。
核

保
有
国
を
兵
糧
攻
め
に
遭
わ
せ

て
い
く
。
前
例
は
あ
る
。
一
つ

は
対
人
地
雷
、
も
う
一
つ
は
ク

ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
廃
絶
が
保
有

国
な
し
で
も
実
現
さ
せ
た
。
今

度
は
核
兵
器
を
非
合
法
化
す
る

道
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、

草
の
根
の
運
動
で
日
本
政
府
を

動
か
し
、
あ
わ
せ
て
世
界
規
模

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

核保有国を兵糧攻めに
─先行的に核兵器禁止の実現は可能だ！

政府の福島帰還計画の問題点
 リスクコミュニケーションの狙い

点
」
を
著
し
、
歴
史
的
な
経
過

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
な
ど
原
子
力
推

進
派
と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
新
知
見

を
重
視
す
る
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｒ
な
ど
の

原
発
批
判
派
と
の
二
極
化
を
俯

瞰
し
て
い
る
。

　

講
演
で
は
、
ま
ず
「
福
島
帰

還
計
画
の
目
的
」
と
『
基
礎
的

情
報
』
の
問
題
点
に
つ
い
て
ふ

れ
、
帰
還
政
策
を
進
め
る
た
め

に
、
被
曝
の
危
険
性
と
被
害
を

隠
ぺ
い
す
る
た
め
の
手
段
と
し

て
利
用
し
て
い
る
と
の
問
題
点

を
指
摘
さ
れ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
で
見
出
さ
れ
た
心
血
管
系

や
生
殖
系
の
被
害
や
免
疫
力
の

低
下
な
ど
広
範
な
被
害
を
無
視

し
て
、
被
曝
の
被
害
を
癌
と
遺

伝
的
影
響
に
限
定
し
、
し
か
も

そ
れ
を
過
小
に
評
価
す
る
危
険

な
「
情
報
」
で
あ
り
、「
こ
の

作
成
者
の
行
為
は
、
子
供
や
住

民
を
だ
ま
し
て
、
被
曝
の
脅
威

に
さ
ら
す
非
情
な
行
為
に
見
え

る
」と
、厳
し
く
批
判
さ
れ
た
。

　

次
に
、
福
島
原
発
事
故
の
評

価
に
つ
い
て
、
地
震
大
国
日
本

で
の
本
質
的
危
険
性
の
指
摘
、

そ
し
て
汚
染
水
は
恐
る
べ
き
放

射
線
量
で
あ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
を
超
え
、
い
ま
だ
に
排
出

し
続
け
、
日
々
積
み
上
が
っ
て

い
る
。
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
は
、
収

束
の
め
ど
す
ら
立
っ
て
い
な
い

厳
し
い
局
面
が
続
き
、
福
島
の

原
発
事
故
は
極
め
て
深
刻
で
あ

る
。
そ
ん
な
不
安
定
な
危
険
を

孕
ん
で
い
る
汚
染
地
に
、
何
故

早
期
帰
還
な
の
か
と
、
疑
問
を

投
げ
か
け
た
。

　

そ
の
上
で
、
低
線
量
被
曝
・

内
部
被
曝
に
つ
い
て
ふ
れ
、
セ

シ
ウ
ム
は
内
臓
に
取
り
込
ま
れ

危
険
で
、
甲
状
腺
・
心
臓
・
筋
・

脳
な
ど
に
蓄
積
（
バ
ン
ダ
ジ
ェ

フ
ス
キ
ー
著
）、
ま
た
「
生
殖

系
に
与
え
る
医
学
的
社
会
的
影

響
」（
２
０
１
３
年
出
版
）、
日

本
で
も
死
産
と
乳
児
死
亡
の
増

加
が
、
統
計
上
有
意
（
ハ
ー
ゲ

ン
・
シ
ェ
ア
ブ
他
・
岩
波
「
科

学
」
２
０
１
４
・
６
）
な
ど
、

新
知
見
も
紹
介
さ
れ
た
。
福
島

事
故
被
害
は
進
行
中
で
、
子
供

の
甲
状
腺
が
ん
報
告
が
増
え
て

お
り
、
汚
染
度
別
の
地
域
依
存

性
で
多
い
傾
向
が
あ
る
。
ま
た

甲
状
腺
が
ん
の
性
比
が
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
型
に
近
い
と
。
そ

の
他
様
々
な
テ
ー
マ
で
、
講
演

さ
れ
、
最
後
の
部
分
で
、
今
回

の
原
子
力
災
害
に
対
す
る
我
が

国
の
対
応
は
人
権
侵
害
だ
と
指

弾
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
甲
状
腺
が

ん
と
原
発
事
故
の
関
係
が
中
心

に
な
り
、
発
生
年
齢
の
こ
と
等

か
ら
の
関
連
性
へ
の
疑
問
、
地

域
で
の
発
生
率
の
差
は
被
曝
量

の
違
い
で
は
な
ど
、
活
発
な
討

論
が
行
わ
れ
た
。

2013 年３月、核兵器の人道上の影響に関する国際会議（オスロ会議）会場前で
アピールするNGO関係者

ベラルーシ、ウクライナ（1986 〜 2002）、ブリャンスク地域、ロシア連邦における
甲状腺がんの発生率

も
た
ら
す
「
破
滅
的
な
人
道
上

の
結
果
」
に
注
目
が
集
ま
っ

た
。
核
兵
器
を
扱
っ
て
い
れ
ば

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。
川
崎
氏
は

核
兵
器
を
め
ぐ
る
最
新
の
状
況

を
紹
介
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
の
患
者
、
そ
し

て
医
師
・
歯
科
医
師
も
含
め

て
、
一
般
の
人
々
は
、
ど
の
国

が
ど
れ
く
ら
い
の
核
兵
器
を
保

有
し
て
い
る
の
か
、
核
兵
器
を

め
ぐ
る
交
渉
が
ど
の
あ
た
り
ま

で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
な

ど
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
で

生
活
し
て
い
る
。
ま
た
、
核
兵

器
に
よ
っ
て
自
分
の
国
が
安
全

に
守
ら
れ
て
い
る
と
信
じ
て
疑

わ
な
い
人
も
い
る
。
マ
ス
コ
ミ

の
影
響
は
大
き
い
。
イ
ラ
ン
や

北
朝
鮮
の
核
は
脅
威
で
あ
る
の

に
、
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」

に
守
ら
れ
る
の
は
安
全
保
障
だ

と
い
う
認
識
が
根
強
い
。
し
か

　
　
　
　
　
常
任
世
話
人

中
村  

新
太
郎

　
　
　
　
　
常
任
世
話
人

大
場  
敏
明

　

講
師
の
山
田
耕
作
氏
は
、
元

京
都
大
学
理
学
研
究
科
教
授

で
、
今
年
の
２
月
に
刊
行
さ
れ

た
政
府
の
「
放
射
線
リ
ス
ク
に

関
す
る
基
礎
的
情
報
」
に
対
し

て
、
翌
３
月
に
批
判
論
文
を
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
、
住

民
の
健
康
と
命
を
犠
牲
に
す
る

リ
ス
ク
政
策
を
批
判
し
、「
基

礎
的
情
報
」
の
節
に
そ
っ
て
、

そ
の
問
題
点
を
全
面
的
に
分
析

し
、
反
論
を
展
開
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。ま
た
、総
論
と
し
て
、

「
放
射
線
被
曝
を
め
ぐ
る
争

記 念 講 演

山田  耕作 氏
元京都大学教授

川崎　哲 氏
ICAN 共同代表

し
、
相
対
立
す
る
国
が
お
互
い

に
核
兵
器
を
持
っ
て
い
れ
ば
バ

ロシア連邦

　６月８日、東京都内で核戦争に反対する医師の会が記念講演会を

開催。医師、歯科医師、医療関係者など約 50 人が参加した。
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安
倍
自
・
公
政
権
は
閣
議

決
定
に
よ
っ
て
「
憲
法
解
釈
」

を
変
更
し
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
可
能
に
す
る
こ
と
を

狙
っ
て
い
る
。
国
会
の
審
議

や
国
民
の
意
見
を
求
め
る
こ

と
な
く
、「
閣
議
決
定
」
だ

け
で
国
の
根
本
を
変
更
す
る

こ
と
は
「
ク
ー
デ
タ
ー
」

的
手
法
に
よ
る
議
会
制

民
主
主
義
破
壊
の
暴
挙

で
あ
る
。

　
ゴ
リ
押
し
の
背
景
に

は
「
日
米
安
保
」
と
対

米
約
束

　

安
倍
首
相
は
通
常
国
会
会

期
中
に
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
す
る
と
、

号
令
を
か
け
た
。
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
を
急
ぐ
の

は
、
今
秋
に
予
定
す
る
「
日

米
防
衛
協
力
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
見
直
し
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は

昨
年
の
日
米
「
２+

２
」
協

議
で
の
合
意
で
あ
る
。
昨
年

秋
に
強
行
採
決
で
国
会
を
通

過
さ
せ
た
秘
密
保
護
法
も
同

様
で
あ
っ
た
。
暴
挙
の
背
景

に
は
対
米
公
約
が
あ
る
。

　

集
団
的
自
衛
権
容
認
の
た

め
に
無
理
押
し
、「
迷
走
」と

の
批
判
も
、「
焦
り
」
の
影
も

　

集
団
的
自
衛
権
と
は
、
外

国
で
武
力
侵
害
が
起
き
た
時

に
、
わ
が
国
が
攻
撃
さ
れ
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

わ
が
国
が
一
方
の
国
に
協
同

し
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る

権
利
で
あ
る
。
こ
れ
は
憲
法

９
条
に
明
白
に
違
反
す
る
。

歴
代
の
内
閣
は
集
団
的
自
衛

権
行
使
を
憲
法
上
許
さ
れ
な

い
と
し
て
き
た
。

　

安
倍
首
相
は
私
的
諮
問
機

関
「
安
保
法
制
懇
」
の
報
告

書
を
受
け
、「
国
民
が
理
解

し
や
す
い
」
具
体
例
と
し
て

15
事
例
を
示
し
て
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
「
閣
議

決
定
」
を
め
ざ
し
て
与
党
協

議
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
事
例
そ
の
も
の
が
非
現

実
で
あ
り
、
説
得
力
が
な
い
。

自
民
党
は
集
団
的
自
衛
権
行

使
を
可
能
に
す
る
「
憲
法
解

釈
」
を
色
々
と
持
ち
出
す
が
、

過
去
の
判
例
や
政
府
見
解
の

読
み
替
え
な
ど
無
理
な
こ
じ

つ
け
に
終
始
し
て
い
る
。
国

会
終
盤
に
は
首
相
自
身
が
行

わ
な
い
と
明
言
し
て
い

た
国
連
の
集
団
安
全
保

障
措
置
参
加
の
検
討
を

持
ち
出
す
な
ど
迷
走
ぶ

り
を
露
呈
し
た
。

　

憲
法
を
厳
守
し
た
平

和
主
義
に
こ
そ
未
来
が

安
倍
内
閣
は
七
月
一
日
、
閣

議
決
定
に
よ
り
「
解
釈
改
憲
」

を
強
行
し
た
。
論
戦
の
舞
台

は
国
会
に
移
っ
た
。
内
閣
に

よ
る「
解
釈
改
憲
」と
関
連
立

法
を
許
す
か
否
か
、
国
民
の

声
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
２
０
１
４
・
７
・
４　

Ｔ
・
Ｈ
）

　

日
本
原
水
協
は
、
４
月
27
日

か
ら
５
月
５
日
ま
で
、
10
人
か

ら
な
る
代
表
団
を
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
３

回
準
備
委
員
会
に
派
遣
し
、
積

極
的
に
活
動
し
た
。
代
表
団

は
、
３
７
２
万
６
０
２
４
筆
の

「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー

ル
署
名
」
目
録
を
Ｎ
Ｐ
Ｔ
準
備

委
員
会
の
エ
ン
リ
ケ
・
ロ
ー
マ

ン
・
モ
レ
イ
議
長
、
ア
ン
ゲ
ラ
・

ケ
イ
ン
国
連
上
級
代
表
に
提
出

し
た
。
両
氏
は
、
核
軍
縮
を
進

め
る
た
め
の
恒
常
的
な
努
力
と

し
て
署
名
活
動
を
高
く
評
価
し

た
。
ま
た
、
ケ
イ
ン
氏
は
、「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
署
名
を
持
っ
て

大
挙
し
て
来
て
下
さ
い
。
力
強

た
。
ま
た
１
１
８
カ
国
を
擁
す

る
非
同
盟
運
動
を
代
表
し
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
外
務
大
臣
が
核

軍
縮
の
重
要
性
を
発
言
し
た
こ

と
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

（
原
水
協
・
土
田
弥
生
事
務
局

次
長
レ
ポ
ー
ト
か
ら
）

　

第
21
回
の
テ
ー
マ
は
、「
核
実

験
禁
止
か
ら
核
兵
器
の
な
い
世

界
へ
：
21
世
紀
の
軍
縮
、
平
和
、

そ
し
て
世
界
の
健
康
」で
あ
る
。

　

全
体
会
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
全
体
会
議
１
「
核
兵
器
の

人
道
的
影
響
」、
全
体
会
議
２

「
公
衆
衛
生
危
機
と
し
て
の
武

器
を
使
用
し
た
暴
力
」、
全
体

会
議
３
「
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク

で
の
核
実
験
の
生
物
医
学
的
・

生
態
学
的
影
響
」、
全
体
会
議

４
「
健
康
、
環
境
、
安
全
保
障

に
対
す
る
核
チ
ェ
ー
ン
の
影

響
」
と
な
っ
た
。

　

全
体
会
議
４
で
は
、「
現
在

も
続
く
福
島
原
子
力
災
害
と

人
々
の
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
日

本
か
ら
の
講
演
者
が
招
聘
さ
れ

て
い
る
。
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
で
は
、「
福

島
原
発
事
故
後
の
現
状
と
住
民

の
状
況
、
そ
し
て
健
康
被
害
」

を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
。

　

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
は
、
原
発
事
故
に

よ
る
政
府
の
帰
還
施
策
及
び
、

原
子
力
規
制
委
員
会
の
２
０
１

４
年
２
月
の
方
針
に
対
し
て
、

内
外
に
抗
議
声
明
を
出
す
な

ど
、
福
島
住
民
の
健
康
被
害
を

防
ぐ
視
点
か
ら
積
極
的
に
発
信

し
て
き
た
。
同
声
明
に
つ
い
て

は
、Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
ブ
ロ
グ「P

eace 
&

 H
ealth

（
４
月
24
日
付
け
）」

で
も
「
こ
の
抗
議
声
明
は
、
も

っ
と
広
く
国
際
的
に
も
公
衆
の

注
意
を
引
く
に
価
す
る
も
の
で

あ
る
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告
内

容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島

原
発
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
、
そ
れ

に
よ
る
大
量
の
放
射
能
汚
染
が

発
生
し
て
３
年
余
り
が
経
過
す

る
。
日
本
国
政
府
は
、
早
々
に

「
原
発
事
故
収
束
宣
言
」
を
発

表
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘

致
に
さ
い
し
て
も
、
首
相
自
ら

「
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
福
島
原
発
は
今
な

お
大
量
の
放
射
能
を
出
し
続
け

て
い
る
。
政
府
は
、
最
近
、
年

間
20
m
Sv
以
下
の
地
域
に
順
次

帰
還
さ
せ
る
方
針
を
決
定
し

た
。
ま
た
、
福
島
県
が
行
っ
て

い
る
小
児
の
甲
状
腺
が
ん
の
検

診
結
果
も
、
徐
々
に
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

　

事
故
後
３
年
余
り
が
経
過
す

る
今
日
の
原
発
の
現
状
と
住
民

の
状
況
、
そ
し
て
、
健
康
被
害

に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
す
る
。

インドネシア大使（前列中央）と面談した代表団

時事モニター

第 12 回

Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
３
回
準
備
委
員
会
で

　
  

日
本
代
表
団
が
活
動

～
こ
の
1
年
が
勝
負
。

原
爆
展
、
署
名
を 

大
き
く
飛
躍
さ
せ
る

決
意
を
新
た
に
～

い
存
在
を
示
し
、
再
検
討
会
議

に
大
き
な
影
響
力
を
与
え
て
ほ

し
い
」と
代
表
団
に
要
請
し
た
。

　

代
表
団
員
一
同
は
、
こ
の
言

葉
に
深
く
感
動
。
こ
の
１
年
間

が
勝
負
。
原
爆
展
、
署
名
を
大

き
く
飛
躍
さ
せ
る
決
意
を
新
た

に
し
た
。

　

今
回
の
準
備
委
員
会
で
は
、

他
の
外
国
代
表
の
積
極
的
な
活

動
も
注
目
さ
れ
た
。
米
国
核
実

験
で
被
害
を
受
け
た
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
政
府
が
、
核
軍
縮
の
義

務
を
果
た
し
て
い
な
い
と
し
て

核
保
有
９
カ
国
を
国
際
司
法
裁

判
所
に
提
訴
し
た
こ
と
に
会
場

は
大
き
な
興
奮
に
つ
つ
ま
れ

　2014年 8 月27日から 8 月30日の日程で第21回IPPNW（核戦争
防止国際医師会議）世界大会が、カザフスタンの首都アスタナ
にて予定されており、全国からPANW代表団が参加する。

2014年 IPPNW世界大会
カザフスタンで開催

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
め
ざ
す
、

　
安
倍
首
相
の「
憲
法
破
壊
」
に

　
　
ス
ト
ッ
プ
を

　「
つ
ど
い
in
福
岡
」
チ
ラ
シ 

完
成
！
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私
は
５
月
31
日
、
６
月
１
日

に
行
わ
れ
た
学
生
部
会
の
長
崎

平
和
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
以

下
F
W
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

初
期
研
修
1
年
目
の
先
生
を
含

め
る
と
10
人
が
参
加
し
、
長
崎

市
内
の
F
W
、
ミ
ニ
学
習
会
、

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

F
W
で
は
現
地
の
平
和
案

内
人
の
方
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た

だ
き
、原
爆
公
園
、平
和
公
園
、

浦
上
天
主
堂
、
長
崎
大
学
医
学

部
、
原
爆
資
料
館
な
ど
を
周
り

ま
し
た
。

　

私
は
長
崎
に
行
く
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
し
た
が
、
広
島
と

は
違
っ
た
被
爆
地
の
姿
に
多
く

の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
長
崎
は
キ
リ
シ
タ
ン
が
多

か
っ
た
と
い
う
の
は
学
校
で
習

い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
キ
リ
ス

ト
教
の
教
会
が
い
く
つ
も
あ
り

ま
し
た
。
原
爆
に
よ
り
教
会
は

破
壊
さ
れ
、
牧
師
な
ど
の
外
国

人
も
大
勢
亡
く
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
以
前
、
原
爆
公
園
内
に

は
教
会
の
残
骸
が
か
ろ
う
じ
て

残
り
、
浦
上
天
主
堂
の
遺
構
も

残
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
当

時
の
長
崎
市
長
、
米
軍
に
よ
っ

て
そ
の
重
要
な
史
跡
が
取
り
壊

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
衝
撃
を
覚

え
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
と
同

等
の
シ
ン
ボ
ル
を
長
崎
は
失
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
ま
た
爆

心
地
か
ら
５
０
０
ｍ
程
の
距
離

に
あ
る
長
崎
大
医
学
部
内
の
広

場
に
は
犠
牲
と
な
っ
た
教
職

員
、
医
学
部
学
生
、
医
専
学
生

な
ど
８
９
２
人
の
氏
名
が
刻
ま

れ
た
慰
霊
碑
が
あ
り
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら

亡
く
な
っ
た
犠
牲
者
に
思
い
を

馳
せ
る
と
、
な
ん
と
も
い
た
た

ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　

２
日
目
に
は
、
長
崎
大
学
内

に
あ
る
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン

タ
ー
（
R
E
C
N
A
）
の
中
村

先
生
か
ら
、
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
世
界
の
最
新
の
議
論
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

世
界
で
は
、
年
に
何
度
も
会

議
が
開
か
れ
、
特
に
途
上
国
で

は
、
核
兵
器
や
そ
の
他
の
兵
器

に
関
わ
る
条
約
作
り
が
進
ん
で

い
る
事
実
を
知
り
ま
し
た
。
日

本
は
世
界
で
唯
一
原
爆
を
投
下

さ
れ
、「
不
戦
」
を
謳
っ
て
い

る
国
で
あ
る
の
に
、
核
兵
器
に

関
し
て
の
議
論
が
成
さ
れ
て
い

る
と
は
ま
っ
た
く
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
（
実
際
に
は
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。
ま

た
長
崎
大
学
に
は
核
兵
器
に
つ

い
て
自
ら
学
ぶ
サ
ー
ク
ル
が
な

い
そ
う
で
、
爆
心
地
の
大
学
で

さ
え
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
日

本
か
ら
核
兵
器
の
議
論
は
無
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
っ
た
い

日
本
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

か
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

　

R
E
C
N
A
の
情
報
発
信

に
対
し
て
の
学
生
の
反
応
を
尋

ね
る
と
、
学
生
の
中
で
は
核
の

話
題
に
対
し
て
の
興
味
は
あ
る

が
、
自
分
た
ち
の
力
に
よ
っ
て

変
え
ら
れ
る
と
い
う
“
希
望
”

が
持
て
な
い
状
況
に
あ
る
と
い

う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
私
た
ち
に
も
当
て

は
ま
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
中
村
先
生
は
、
日
本

は
確
実
に
世
界
的
な
議
論
に
影

響
力
を
持
っ
て
い
る
、
ど
ん
な

将
来
を
選
ぶ
か
は
自
分
た
ち
次

第
だ
と
仰
い
ま
し
た
。
自
分
た

ち
の
未
来
を
選
択
す
る
た
め

に
、核
兵
器
な
ど
の
平
和
学
習
・

議
論
を
ず
っ
と
続
け
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
地
域
に
戻
っ
て
も
、

情
報
発
信
、
議
論
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
核
技
術
や
兵
器
、
軍
事

産
業
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に

つ
け
、
自
分
の
言
葉
と
し
て
使

え
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
そ
れ
か
ら
、
一

つ
一
つ
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　

原
爆
症
集
団
訴
訟
の
全
面
敗

訴
に
よ
り
、
国
は
認
定
制
度
を

改
善
し
た
が
、
非
が
ん
疾
患
で

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
審
査
が

続
い
て
い
る
。
申
請
を
却
下
さ

れ
た
被
爆
者
１
０
９
人
に
よ
る

ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
訴
訟
が

６
地
裁
で
た
た
か
わ
れ
て
い

る
。
広
島
地
裁
で
も
27
人
の
被

爆
者
が
原
告
と
な
っ
て
過
酷
な

被
爆
体
験
と
闘
病
の
現
状
を
訴

え
て
お
り
、
７
月
30
日
に
は
意

見
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た

藤
原
秀
文
医
師
の
証
人
尋
問
が

あ
る
。

　

大
阪
、
熊
本
、
岡
山
で
勝
訴

15
、
敗
訴
１
の
判
決
が
出
て
い

る
が
、
国
は
更
な
る
改
善
は
し

な
い
と
し
て
控
訴
を
し
て
い

る
。

　
「
原
爆
症
認
定
制
度
の
在
り

方
検
討
会
」
の
答
申
と
「
被
爆

者
救
済
を
進
め
る
自
民
党
議
員

連
盟
」
の
決
議
を
受
け
て
、
昨

年
12
月
に
非
が
ん
疾
患
の
認
定

の
要
件
が
「
放
射
線
起
因
性
の

あ
る
」
か
ら
、
白
内
障
は
１
・

５
㎞
以
内
被
爆
、
甲
状
腺
機
能

低
下
症
、
心
筋
梗
塞
、
肝
臓
病

は
２
㎞
以
内
被
爆
と
翌
日
ま
で

の
入
市
に
改
め
ら
れ
た
。

　

原
爆
症
認
定
審
査
会
は
原
告

の
異
議
申
し
立
て
に
対
す
る
再

審
査
を
し
て
５
月
18
日
現
在
、

全
国
で
１
０
９
人
中
22
人
、
広

島
で
は
27
人
中
９
人
を
認
定
し

た
。
１
・
３
㎞
で
被
爆
し
、
心

筋
梗
塞
の
治
療
を
続
け
て
い
る

在
ブ
ラ
ジ
ル
被
爆
者
平
和
協
会

の
森
田
隆
会
長
も
含
ま
れ
て
い

る
。
全
国
原
告
団
は
国
家
賠
償

の
部
分
で
の
訴
訟
は
全
員
で
継

続
す
る
事
を
決
め
て
い
る
。

　

原
爆
症
に
認
定
さ
れ
る
と
月

額
13
万
円
余
り
の
医
療
特
別
手

当
が
支
給
さ
れ
る
が
、
広
島
市

　

今
年
は
、
ビ
キ
ニ
水
爆
被

災
事
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
第

五
福
竜
丸
被
災
事
件
か
ら
60

年
目
に
あ
た
る
。
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
日
本
と
世
界
に

と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
意

味
を
持
っ
た
事
件
で
あ
り
な

が
ら
、伝
え
き
れ
て
こ
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
か
ら
、
事
件
の
全
容
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
中
学
生

や
高
校
生
に
も
わ

か
る
よ
う
に
と
の

目
的
で
編
集
さ
れ

て
い
る
。

　

静
岡
県
保
険
医

協
会
理
事
長
で
、

保
団
連
理
事
で
も

あ
る
聞
間
元
先
生

が
中
心
に
な
っ
て

編
集
し
、
研
究
会

で
講
演
さ
れ
た
野

口
邦
和
、
高
橋
博

子
、
沢
田
昭
二
、

安
斎
育
郎
ら
諸
先

生
が
執
筆
さ
れ
て

い
る
。

　

１
９
５
４
年
３

月
１
日
ア
メ
リ
カ

が
ビ
キ
ニ
環
礁
で
行
っ
た
水

爆
実
験
に
よ
っ
て
、
日
本
人

は
３
度
目
の
核
兵
器
に
よ
る

被
害
を
受
け
た
。

　

焼
津
港
に
帰
っ
た
第
五
福

竜
丸
の
久
保
山
愛
吉
さ
ん
が

半
年
後
亡
く
な
ら
れ
た
。
こ

の
実
験
に
よ
る
被
害
船
は
、

全
国
で
約
１
０
０
０
艘
、
船

員
・
乗
組
員
の
数
は
数
万
人

に
の
ぼ
る
。

　

ビ
キ
ニ
環
礁
を
擁
す
る
マ

ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
住
民
と
そ

の
子
孫
は
い
ま
だ
に
故
郷
に

帰
れ
て
い
な
い
。
ロ
ン
ゲ
ラ

ッ
プ
環
礁
で
暮
ら
し
て
い
た

島
民
は
、
放
射
性
降
下
物
に

よ
る
影
響
の
研
究
対
象
に
さ

れ
て
い
た
。

　

東
京
杉
並
区
で
市
民
に
よ

り
原
水
爆
禁
止
の
署
名
運
動

が
始
ま
り
、
翌
年
の
８

月
６
日
広
島
で
、
第
１

回
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
が
開
か
れ
、
日
本
原

水
協
や
日
本
被
団
協
の

結
成
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
ま
た
、
焼
津
市
で

は
、
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ

ー
が
毎
年
開
か
れ
て
い

る
。

　

美
濃
部
東
京
都
知
事

の
時
、
夢
の
島
公
園
に

都
立
第
五
福
竜
丸
展
示

館
が
作
ら
れ
た
。

　

１
９
７
０
年
に
核
不

拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）が
発

効
し
、２
０
１
０
年
の

会
議
で
「
核
兵
器
廃
絶

の
明
確
な
約
束
」
を
再
確
認

し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。

　

韓
国
で
は
原
発
の
こ
と
を

核
発
電
所
と
呼
ん
で
い
る

が
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故

で
、
わ
が
国
は
４
度
目
の
核

の
被
害
を
受
け
た
。
な
ぜ
原

発
大
国
に
な
っ
た
の
か
解
説

さ
れ
て
い
る
。

　

ビ
キ
ニ
事
件
の
真
相
と

そ
こ
か
ら
出
発
し
た
原
水

爆
禁
止
運
動
、
ビ
キ
ニ
事

件
の
教
訓
か
ら
福
島
事
故

を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
書

か
れ
て
い
る
。
一
読
さ
れ

る
こ
と
を
勧
め
る
。

で
の
予
算
と
実
績
を
経
年
的
に

比
較
し
て
み
る
と
、
２
０
１
０

年
度
以
降
３
年
間
の
執
行
率
は

い
ず
れ
も
約
70
％
に
す
ぎ
ず
、

援
護
の
枠
を
広
げ
る
予
算
は
余

っ
て
い
る
。

　

被
爆
者
は
非
人
道
的
な
核
兵

器
被
害
の
生
き
証
人
で
あ
り
、

可
能
な
限
り
の
援
護
を
行
う
の

が
国
の
責
任
で
あ
る
。
高
齢
の

被
爆
者
に
裁
判
を
続
け
さ
せ
る

の
は
酷
な
こ
と
だ
が
全
面
勝
訴

以
外
に
援
護
の
拡
大
の
道
は
な

い
。
支
援
を
続
け
て
い
こ
う
。

ノーモアヒバクシャ広島訴訟の初公判で裁判所に入廷する人たち。
	 （右から２人めが筆者）

学生部会
コーナー

広島

書
評

日
本
人
・
学
生
が
核
廃
絶
を
考
え
る
価
値
を
学
ぶ

　
　
　
～
過
去
か
ら
学
び
未
来
に
生
か
す
～

金
沢
大
学
6
年
　
吉
田
　
謙

ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
訴
訟

　
　 

広
島
の
現
状

青
木 

克
明

保
団
連
非
核
・
平
和
部
長
　
永
瀬
　
勉

か
も
が
わ
出
版　

１
０
０
０
円
（
税
別
）

ビキニ水爆被災事件の真相
	 第五福竜丸ものがたり

ビキニ水爆被災事件静岡県調査研究会 編集

あなたも核戦争に反対する医師の会へ
　広島・長崎に原爆が投下されてから 69 年になろうとしています
が、まだ世界には１万 7,000 発余の核兵器が存在し、核保有国も
９カ国となり、核テロの危険も含め人類の生存を脅かしています。
　2011 年３月には、福島第１原子力発電所で同時に３基の原子炉
がメルトダウンの後、水素爆発によって大量の放射性物質を排出
し、多くの住民が被ばくするという悲惨な事故が発生しました。
　一方で日本の被爆者の、命をかけた核兵器の非人道性の訴えは、
圧倒的多数の世界各国政府の支持するところとなってきています。
　人の生命と健康を守ることを職業とする医療者こそ、「核兵器の
ない世界」「核被ばく者の救済」の運動を進める社会的使命がある
と考えます。世界で唯一の被爆国であり、重大な原発事故を経験
した日本の医師・歯科医師・医学者・医歯学生の皆さんが、この
運動に参加されることを心からよびかけます。
　2014 年５月	 核戦争に反対する医師の会

代表世話人　飯田　哲夫
中川　武夫
原　　和人

よ び か け
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